
（株）サンアメニティ linkる大熊
2024年3月27日

大熊町復興支援員

常世田 隆（トコヨダ タカシ）



✓昭和34年 千葉県銚子市生まれ（64歳）

✓平成27年、およそ30年間務めた外資企業を早期退職

✓同年9月、福島県に単身移住（移住生活9年目）

✓東町エンガワ商店 マネージャー（南相馬市：3年間）

✓そうま食べる通信 執筆・編集（創刊から20号）

✓動画投稿チャンネル開設（企画・制作150本以上）

✓浜の駅松川浦 店長（相馬市：3年間＝準備期間含む）

✓大熊町復興支援員（令和5年8月より）

✓KFB福島放送「シェア！」県民リポーター（活動中）

✓福島民友新聞「みんゆう随想」寄稿者（執筆中）
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活動内容

• とにかく大熊町を賑やかにすること
➢大熊町との接点をつくるきっかけ
➢交流促進の場
➢交流人口拡大

• これまでに実施したこと
➢KFBふるさとシェアで動画放映

✓ linkる大熊 Carstay
✓おおくま駅伝
✓おおくま宣伝チーム（本日：3/27）

➢親子みそづくり教室
➢運動スタジオPR動画／YouTube放映

• 現在あたため中の案件
➢おおくま朝市（産地直送）
➢町民のためのバス旅行企画
➢鉄塔視察ツアー
➢子どもたちによる歌とダンスの音楽劇

@大熊町交流ゾーン



所属は（株）サンアメニティですが、同時に大熊町第三次

復興計画の 『6つの柱』 を指針として活動しています。

● 町民が安全・安心に暮らせるまちづくり（インフラ）

● みんなが分け隔てなく交流し新たなつながりを生み出す（暮らし）

● スポーツに関わる機会を広げ心身ともに健康な生活を送る（生涯学習）

● 農業再開と新たな産業基盤の構築（産業づくり）

● 地域との関わり／いきがい／社会参加（まちとの主体的な関わり）

● 持続可能な地域づくり（SDG’S）



今後、本気で取り組みたい「まちの観光地化」



まちの至る所に「お花畑」を！
常磐自動車道の両側にはお花畑が広がり、JR常磐線の車窓からも見渡す限り花・花・花。
休耕地を様々な花卉類でうずめ、まちの各所をお花畑にして多くの観光客を取り込みます。
花卉類をベースに加工品を製造することで、まちの新しい特産品も生まれることでしょう。

農地保全

観光集客
加工産品

事業創出

帰町と営農再開への
意欲高揚のきっかけ



水稲主体の農業施策

• 稲作は非常に手間がかかる

• 日本人の米離れが進んでいる

• 出稼ぎ時代も水稲主体であった

花卉栽培への体質改善

• 手間の要らない花が多々ある

• 様々な加工品を生産できる

• 貴重な観光資源となる

見ごろの「お花畑」は頻繁に報道される



ご清聴ありがとうございました
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